
氷川町議会だより

清流ひかわ No.46
3月定例会

令和5年

発行　氷川町議会　　編集　議会広報調査特別委員会　　熊本県八代郡氷川町島地642番地　℡0965-52-5858

P 2 令和５年３月議会
　　　　令和５年度一般会計予算決まる

P 6 常任委員会審査報告…委員長報告
P10 そこが聞きたい…一般質問
P14 主な議会活動日誌
P15 一部事務組合報告
P16 ひと…スマート農業に挑戦 益田慶護さん

ピカピカの
一年生

竜北東小学校入学式



氷川町議会だより　No.46　2023. 5. 1 氷川町議会だより　No.46　2023. 5. 13 2

「子育て支援や教育環境の充実」住みやすい町へ令和5年

3月議会
令和5年度　氷川町一般会計予算 77億 7014万円 決まる

　条例の制定　
　個人情報保護に関する条例
〇氷川町個人情報の保護に関する法律施行条例
　　デジタル社会の形成を図るための関係法律の整
備に関する法律の施行による個人情報の保護に関
する法律の一部改正に伴い、必要な事項を定める。

　避難行動要支援者の情報提供
〇氷川町避難行動要支援者に係る名簿情報の提供等
に関する条例
　　避難行動要支援に係る名簿情報の提供等に関し
て、必要な事項を定める。

　条例の一部改正
　行政不服審査会の所掌事務の変更
〇氷川町行政不服審査会条例の一部改正
　　個人情報の保護に関する法律の一部改正による
氷川町個人情報の保護に関する法律施行条例及び
氷川町議会の個人情報の保護に関する条例の制定
に伴い、氷川町行政不服審査会の所掌事務。

　町職員が過失による失職を防止
〇氷川町職員の分限に関する手続及び効果に関する
条例の一部改正
　　町職員が地域活動や学校行事等における過失に
よる事故により失職することを防止するとともに、
県内他市町村制度との均衡を図る。

　運動環境整備会議が文化運動も協議
〇氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

　　令和5年度から中学校部活動地域移行に関し、
運動環境整備会議において運動部活動だけでなく
文化部活動についても協議を行うことから、会議
名称を変更。

　設備及び運営に関する基準の変更
〇氷川町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正

　　厚生労働省令の制定による放課後児童健全育成
事業の設備及び運営に関する基準。

　竜北西部学童保育所開設
〇氷川町放課後児童健全育成事業施設条例の一部改
正

　　放課後児童健全育成事業の専用施設として竜北
西部学童保育所が設置されることに伴い、同保育
所を条例上に位置づける。

　
　出産育児一時金の引き上げ
〇氷川町国民健康保険条例の一部改正
　　健康保険法施行令等の一部を改正する政令が公
布されたことに伴う。

　令和5年度氷川町一般会計予算　
主な歳出予算

●総務費
　ふるさと納税事業支援業務委託料 3億円
　備品購入費（タブレット50台・電子計算機器ほか）
　 1674万円
　ふるさと氷川応援基金積立金 5億27万円
　
●民生費
　氷川町地域福祉計画策定業務委託料 459万円
　出産・子育て応援給付金 500万円
　物価高騰対策子育て支援臨時給付金 480万円
　子育て世帯訪問支援事業 103万円
　すこやか赤ちゃん出産祝金 660万円

●衛生費
　新型コロナワクチン接種対策費用 5636万円
　廃棄物処理施設整備工事 2256万円
　備品購入費（ごみステーション3基ほか） 214万円

●農林水産業費
　農業収入安定化事業費補助金 4098万円

●商工費　
　商工会補助金 1230万円

●土木費
　道路照明整備工事 515万円
　町道吉本本山線道路舗装補修工事 3000万円
　町道上北4号線道路維持修繕工事 300万円
　町道太尾刈萱橋線道路維持修繕工事 300万円
　町道浄土稲川線道路維持修繕工事 400万円
　町営住宅解体工事（吉本・久保） 3200万円

●消防費
　消防団員報酬 2473万円
　消防団員出動報酬 1536万円

●教育費
　学校給食共同調理場改修工事（第1期）
 12168万円
　備品購入費（炊飯システムほか） 2177万円

　発　議　
　議会の個人情報保護条例
〇氷川町議会の個人情報の保護に関する条例を制定
　　氷川町議会における個人情報の適正な取り扱い
に関して必要な事項を定め、議会が保有する個人
情報の開示、訂正及び利用停止を求める個人の権
利を明らかにし、議会事務の適正かつ円滑な運営
を図りつつ、個人の権利利益を保護することを目
的に条例を制定しました。

●令和4年度氷川町一般会計補正予算（第10号）
　　歳入歳出それぞれ3169万円追加し、歳入歳出
総額を87億8495万円としました。

主な歳出予算

●農林水産業費
　物産館修繕費 136万円

●土木費
　町道吉本本山線道路舗装補修工事 3000万円

　令和5年第2回氷川町議会定例会が、3月8日から17日までの10日間の日程で開催されました。
主な議案は、専決処分（令和4年度氷川町一般会計補正予算【第11号】）1件、氷川町個人情
報の保護に関する法律施行条例の制定や氷川町情報公開条例の一部改正など条例関係13件、
令和4年度氷川町一般会計補正予算1件、特別会計補正予算4件、令和5年度氷川町一般会計予
算1件、特別会計予算3件、事業会計予算1件、第2次氷川町総合振興計画後期基本計画策定な
ど、提案されたすべての議案を全員賛成で可決しました。
　一般質問は4人の議員が行いました。

令 度氷 般会計補 算（第 ）

令和5年 1月臨時議会

氷川町健康センター
学校給食共同調理場

次
の
ペ
ー
ジ
は　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算



総務費
22億7795万円
29.3%

民生費
14億9695万円
19.3%

歳 出
77億7014万円

衛生費
7億3374万円
9.4%農林水産業費

4億8575万円 6.3%

商工費
1億405万円 1.3%

土木費
7億1932万円
9.3%

消防費
         4億530万円

                        5.2%

教育費
5億3158万円
         6.8%

公債費
9億4836万円
12.2%

議会費 6413万円 0.8%

町税
10億1877万円
13.1%

国庫支出金
7億2292万円
9.3%

県支出金
    5億8478万円
　　7.5%

地方交付税
28億5000万円
36.7%

繰入金
8億8135万円
11.3%

繰越金
5159万円 0.7% 

その他の収入
1億5220万円 2.0%

寄附金
5億100万円
    6.4%       

町債
7億580万円
9.1%

歳 入
77億7014万円

地方譲与税
6769万円 0.9%

地方消費税ほか交付金
2億3405万円 3.0%

自

依 主

存

財

財

源

源
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令和5年度　氷川町一般会計予算

（令和５年３月31日　現在の人口11,104人で算出）

町民一人当たり　69万9760円
財源 項　目 金　額

自
主
財
源

町　税 101,877 

寄附金 50,100 

繰入金 88,135 

繰越金 5,159 

その他の収入 15,220 

依
存
財
源

地方譲与税 6,769 

地方消費税ほか交付金 23,405 

地方交付税 285,000 

国庫支出金 72,292 

県支出金 58,478 

町　債 70,580 

（金額単位は万円。四捨五入のため数字
 は合いません）

項　目 金　額

議会費 6,413 

総務費 227,795 

民生費 149,695 

衛生費 73,374 

農林水産業費 48,575 

商工費 10,405 

土木費 71,932 

消防費 40,530 

教育費 53,158 

災害復旧費 3 

公債費 94,836 

予備費 300 

（金額単位は万円。四捨五入のため
 数字は合いません）

町道が整備されます
3月議会で決まった

主な工事等実施予定箇所

町道北川反甫北鹿野線道路改良工事 町道太尾刈萱橋線道路維持修繕工事 町道吉本本山線道路舗装補修工事

町道南北の割線道路舗装工事 町道旧国道2号線道路改良工事 町道栫6号線道路改良工事

町民税・固定資産税・
軽自動車税など、私た
ちが払っている税金

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金

町の借り入れ
（借金）です

基金（町
の貯金）
を取り崩
し・他会
計からの
資金保育や福祉など使い

道が決まった補助金
等です（県支出金も）

ふるさと氷川応
援寄附金など

医療や介護、
子育てなど
福祉に使う
お金です

ごみ・し尿の処理や、予防接種などの費用です

借入金の返済金
です

次
の
ペ
ー
ジ
は　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は

慎
重
に
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正

　

情
報
開
示
は
ど
う
な
る
か

吉
川
委
員　

匿
名
加
工
情
報
と
い
う
の

が
あ
る
が
、
個
人
が
名
前
を
出
さ
ず
に
情

報
を
開
示
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長　

不
開
示
情
報
と
い
う
こ
と

で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
匿
名
加
工
情

報
に
つ
い
て
も
不
開
示
情
報
と
な
り
ま
す
。

清
田
委
員　

こ
の
改
正
に
伴
っ
て
、
個

人
情
報
の
開
示
が
進
む
の
か
。

総
務
課
長　

基
本
的
に
は
以
前
と
変
わ

ら
な
い
開
示
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
11
号
）

　

移
住
支
援
金
の
内
容
は

清
田
委
員　

移
住
支
援
金
と
結
婚
チ
ャ

レ
ン
ジ
補
助
金
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

地
域
振
興
課
長　

結
婚
チ
ャ
レ
ン
ジ
補

助
金
は
、
２
団
体
分
の
予
算
を
組
ん
で
い

た
が
、
２
団
体
の
う
ち
の
１
団
体
の
申
請

が
な
か
っ
た
の
で
、
１
団
体
分
の
10
万
円

の
削
減
と
い
う
こ
と
で
す
。
移
住
支
援
金

に
つ
い
て
は
、
東
京
23
区
か
ら
の
移
住
で
、

県
の
職
業
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

そ
れ
で
、
１
０
０
万
円
の
２
件
分
の
削
除

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ル
ー
支
援
の
衣
類

　

送
付
作
業
委
託
料
の
減
額
理
由
を

三
浦
委
員　

ペ
ル
ー
支
援
の
衣
類
送
付

作
業
委
託
料
の
69
万
千
円
の
減
額
は
な
ぜ

か
。

地
域
振
興
課
長　

令
和
３
年
６
月
に
第

２
回
目
を
集
め
た
が
、
ペ
ル
ー
の
情
勢
が

安
定
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
送
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
新
年
度
は
、
大
阪
に
衣

類
を
受
け
入
れ
る
団
体
が
あ
り
、
そ
こ
を

通
し
て
送
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

吉
川
委
員　

テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
補

助
金
31
万
５
千
円
の
減
額
は
な
ぜ
か
。

地
域
振
興
課
長　

地
区
別
計
画
に
基
づ

い
て
補
助
金
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
活
用
す
る
地
区
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

土
砂
災
害
危
険
住
宅

　

移
転
促
進
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

片
山
委
員　

土
砂
災
害
危
険
住
宅
移
転

促
進
補
助
金
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
に
居
住
の
方
の
安
全
な

地
域
へ
の
住
宅
移
転
を
促
進
す
る
県
の
事

業
で
す
が
、
今
回
申
請
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

吉
川
委
員　

車
椅
子
階
段
昇
降
機
の
レ

ン
タ
ル
料
の
減
額
は
な
ぜ
か
。

学
校
教
育
課
長　

階
段
昇
降
機
車
椅
子

の
必
要
な
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、
不

要
と
な
っ
た
た
め
。

〇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

清
田
委
員　

町
有
林
巡
視
委
託
に
あ
る

毎
木
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
。

企
画
財
政
課
長　

正
確
な
報
告
は
ま
だ

で
す
が
、
調
査
し
て
最
終
的
な
確
認
を
し

て
い
ま
す
。

　

地
方
バ
ス
補
助
金
が
高
額
に
な
っ
て
い
る

片
山
委
員　

地
方
バ
ス
対
策
補
助
金
の

２
０
５
６
万
１
千
万
円
は
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

燃
料
費
の
高
騰
な
ど
で
運

営
が
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
町
民
の
通
勤
、

通
学
や
病
院
へ
の
移
動
な
ど
幅
広
い
利
用

が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
費
用
の
割
合
は

吉
川
委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
支
援

業
務
委
託
料
で
、
返
礼
品
費
用
の
割
合
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

返
礼
品
の
品
物
は
３

割
ま
で
と
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
割
が

経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
、
約
４
割
が
氷
川

町
の
財
源
に
な
り
ま
す
。

　

火
の
君
浪
漫
焼
酎
を
返
礼
品
に

木
下
委
員
長　

火
の
君
浪
漫
と
い
う
焼

酎
を
東
部
カ
ン
ト
リ
ー
の
も
ち
米
で
作
っ

て
い
る
が
、
返
礼
品
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

現
時
点
で
の
確
認
は

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
氷
川
町
の
特
産
品

で
す
の
で
、
毎
年
度
の
登
録
が
あ
っ
た
か
、

確
認
し
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　
　
　
委
員
長
　
木
下
　
厚

次
の
ペ
ー
ジ
は　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

　

ダ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
置
先
は

長
尾
委
員　

一
般
備
品
購
入
費
の
１
５

２
２
万
円
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
50
台
は
何
処
に

配
置
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

議
員
利
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
同
様
の
も
の
を
会
議
で
の
利
用
拡
大
を

図
る
た
め
各
課
へ
配
置
し
ま
す
。

　

新
開
消
防
署
建
設
負
担
金
の
根
拠
は

清
田
委
員　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
負
担
金
の
増
額
分
が
新
開
消
防

署
建
設
に
伴
う
負
担
と
思
う
が
算
出
の
根

拠
は
。

総
務
課
長　

令
和
５
年
度
７
億
５
３
９

９
万
３
千
円
の
事
業
費
で
八
代
市
独
自
と

氷
川
町
と
の
共
通
部
分
で
配
備
さ
れ
た
職

員
数
で
案
分
さ
れ
た
負
担
割
合
で
算
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
公
園
の
定
義
と
利
用
状
況
は

長
尾
委
員　

防
災
公
園
の
増
設
の
定
義

と
公
園
の
使
用
状
況
を
知
り
た
い
。

総
務
課
長　

現
在
、
野
津
防
災
公
園
と

宮
原
防
災
公
園
の
整
備
が
済
ん
で
い
ま
す
。

目
的
は
地
震
、
大
規
模
な
火
事
と
地
域
防

災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
士
育
成
事
業
は
何
人
分
か

清
田
委
員　

防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

１
２
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
何

人
分
か
。

総
務
課
長　

１
０
０
人
分
で
す
。

吉
川
委
員　

外
国
語
指
導
助
手
派
遣
事

業
委
託
金
５
２
１
万
円
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　

１
人
で
竜
北
中
と
氷

川
中
の
案
分
で
派
遣
さ
れ
る
会
社
と
委
託

契
約
し
、
こ
れ
に
係
る
分
の
費
用
を
負
担

し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

長
尾
委
員　

氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学

校
組
合
へ
の
負
担
金
６
０
０
万
円
減
の
理

由
は
何
か
。
生
徒
数
と
関
係
が
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

技
術
棟
の
工
事
が
な

く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
生
徒
数
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

文
化
財
の
管
理
は
何
処
に
委
託
を

三
浦
委
員　

文
化
財
管
理
委
託
料
の
委

託
先
は
ど
こ
か
。

生
涯
学
習
課
長　

文
化
財
の
管
理
委
託

先
は
、
文
化
財
の
場
所
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。

長
尾
委
員　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
と
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

デ
ジ
田
交
付
金
と
表

現
し
て
お
り
、
歳
出
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な

ど
に
伴
う
国
の
交
付
金
で
す
。

　

集
い
の
時
期
や
内
容
は

吉
川
委
員　

23
歳
の
集
い
は
令
和
2
年

度
成
人
式
の
代
替
と
な
っ
て
い
る
が
、
式

典
の
時
期
、
内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

生
涯
学
習
課
長　

こ
れ
か
ら
該
当
者
と

実
行
委
員
会
を
設
け
、
打
ち
合
わ
せ
を
し

な
が
ら
内
容
を
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
催
時
期
は
お
盆
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
共
同
調
理
場
改
修
は

吉
川
委
員　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
改

修
工
事
は
、
第
１
期
と
あ
る
が
何
年
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

令
和
５
年
度
と
令
和

６
年
度
の
２
か
年
計
画
で
改
修
を
行
う
予

定
で
す
。

　

公
共
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
長
寿
命

化
を
行
う
も
の
で
す
。

野津防災公園

宮原防災公園

次
の
ペ
ー
ジ
は　

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は

慎
重
に
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認

　

令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）

　

学
童
保
育
所
へ
の

　

ペ
ル
ー
展
示
品
は
何
か

西
尾
委
員
長  

竜
北
西
部
学
童
保
育
所
へ

の
ペ
ル
ー
展
示
品
受
け
入
れ
業
務
費
用
で
、

成
田
空
港
か
ら
搬
入
さ
れ
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
物
品
か
。

福
祉
課
長　

２
０
０
０
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
、
平
岡
千
代
照
様
の
胸
像
や
杖
な
ど

で
す
。

西
尾
委
員
長  

搬
入
さ
れ
た
品
は
、
町
の

所
有
と
な
る
の
か
。

福
祉
課
長　

搬
入
展
示
さ
れ
る
物
全
て

が
、
無
償
譲
渡
さ
れ
る
か
は
後
日
確
認
し

ま
す
。

〇
氷
川
町
避
難
行
動
要
支
援
者
に
係
る
名

簿
情
報
の
提
供
な
ど
に
関
す
る
条
例

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
扱
い
は

飯
田
委
員　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

は
消
防
団
に
も
提
供
さ
れ
る
の
か
。

福
祉
課
長　

こ
れ
ま
で
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
情
報
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る

分
は
、
民
生
委
員
等
に
提
供
で
き
ま
し
た
。

こ
の
条
例
制
定
に
よ
り
、
同
意
が
な
く
て

も
消
防
団
に
も
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

〇
氷
川
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

西
尾
委
員
長  

特
定
教
育
保
育
施
設
、
特

定
地
域
型
保
育
事
業
と
は
。

福
祉
課
長　

特
定
教
育
施
設
は
ひ
か
わ

幼
稚
園
と
東
光
幼
稚
園
、
保
育
施
設
は
私

立
と
公
立
の
保
育
所
、
特
定
地
域
保
育
事

業
は
ひ
か
わ
保
育
園
が
該
当
し
ま
す
。

〇
氷
川
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
、

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

飯
田
委
員　

条
文
の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
頂
き
た
い
。

福
祉
課
長　

ひ
か
わ
保
育
園
が
該
当
し
、

安
全
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
の
規
定

を
新
設
す
る
と
い
う
改
正
内
容
で
す
。

〇
氷
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正

　

出
産
育
児
一
時
金
が
引
上
げ
に

西
尾
委
員
長  

出
産
育
児
一
時
金
が
、
８

万
円
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
規
則
で
定
め
る

加
算
金
と
合
わ
せ
て
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

町
民
課
長　

１
万
２
千
円
が
加
算
さ
れ

て
出
産
毎
に
50
万
円
に
な
り
ま
す
。

〇
令
和
４
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）

西
尾
委
員
長  

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
２
千
７
５

０
万
円
の
減
額
の
内
容
は
。

福
祉
課
長　

非
課
税
世
帯
分
の
10
万
円

の
給
付
金
は
、
１
４
２
件
、
物
価
高
騰
分

の
５
万
円
は
、
１
２
１
６
件
の
支
給
が
終

わ
り
、
50
件
分
の
金
額
を
残
し
、
減
額
し

て
い
ま
す
。

西
尾
委
員
長  

商
工
費
の
企
業
立
地
促
進

補
助
金
の
１
０
０
万
円
減
額
と
、
歳
入
の

組
み
替
え
は
。

地
域
振
興
課
長　

用
地
取
得
費
が
安
く

す
ん
だ
た
め
で
す
。
財
源
は
、
過
疎
費
の

対
象
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
財
源
か

ら
地
方
債
に
組
み
替
え
ま
し
た
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
　
　
　
委
員
長
　
西
尾
正
剛

〇
令
和
５
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
予
算

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は

飯
田
委
員　

高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
の
内
容
と
利
用
状
況
は
。

福
祉
課
長　

対
象
者
は
、
運
転
免
許
証

を
持
た
な
い
75
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税

対
象
者
、
若
し
く
は
身
障
手
帳
等
交
付
者

で
、
５
０
０
円
券
を
24
枚
交
付
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
令
和
元
年
度
が
１
８
１
人
、

令
和
２
年
度
が
１
９
３
人
、
令
和
３
年
度

が
１
９
１
人
、
令
和
4
年
度
は
12
月
末
段

階
で
１
９
１
人
で
す
。

　

敬
老
会
記
念
品
は
全
員
配
布
を

上
田
俊
孝
委
員　

敬
老
会
の
記
念
品
は
、

ど
う
い
う
品
物
を
考
え
て
い
る
の
か
。
対

象
者
全
員
に
配
布
す
る
の
か
。

福
祉
課
長　

記
念
品
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
記
念
品
の
対
象
者
は
会
場
に

こ
ら
れ
た
方
で
、
対
象
者
の
８
割
１
９
８

０
人
分
、
１
人
１
０
０
０
円
の
予
算
で
計

上
し
て
い
ま
す
。

上
田
俊
孝
委
員　

会
場
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
人
も
い
る
。
全
員
に
配
布
す

る
こ
と
は
検
討
で
き
な
い
の
か
。

福
祉
課
長　

配
布
に
つ
い
て
は
、
民
生

委
員
等
の
協
力
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
記
念
品
の
選
定
に
は
毎
回
苦
慮
し
ま

す
。
広
く
意
見
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

西
尾
委
員
長  

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
委

託
料
の
内
容
は
。

福
祉
課
長　

高
齢
者
の
孤
独
感
の
解
消

や
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
な
ど
介
護
予
防
推

進
の
た
め
、
社
協
に
委
託
し
て
町
内
全
域

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
分
の

人
数
割
と
均
等
割
そ
の
他
事
業
費
を
計
上

し
、
合
併
振
興
基
金
の
繰
入
が
あ
り
充
当

し
て
い
ま
す
。

　

食
の
自
立
支
援
状
況
と
弁
当
の
評
価
は

西
尾
委
員
長  

食
の
自
立
支
援
事
業
委
託

料
の
内
容
は
。

福
祉
課
長　

在
宅
高
齢
者
等
の
生
活
支

援
の
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
提

供
を
行
う
た
め
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

個
人
負
担
を
除
く
３
５
０
円
の
３
０
０
０

食
12
か
月
分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

西
尾
委
員
長　

弁
当
の
評
判
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長　

現
段
階
で
特
に
苦
情
の
声

は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
好
評
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
状
況
把
握
に
努

め
ま
す
。
昨
今
の
食
材
費
値
上
げ
に
伴
い
、

必
要
で
あ
れ
ば
委
託
業
者
と
協
議
を
行
い
、

円
滑
に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
尾
委
員
長  

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
料

３
８
９
万
１
０
０
０
円
は
。

福
祉
課
長　

濾
過
機
に
穴
が
あ
き
、
さ

び
に
よ
る
劣
化
で
補
修
困
難
で
濾
過
機
本

体
を
交
換
修
繕
に
な
る
た
め
で
す
。

　

町
道
新
田
野
津
橋
線
の
事
業
内
容
は

米
村
議
長　

町
道
新
田
野
津
橋
線
道
路

改
良
測
量
設
計
業
務
委
託
料
２
千
５
０
０

万
円
の
事
業
内
容
は
。

建
設
下
水
道
課
長　

北
野
津
方
向
へ
の

踏
切
か
ら
野
津
橋
の
区
間
で
、
延
長
は
５

５
０
ｍ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
財
源
は
国

庫
補
助
金
56
％
を
充
当
し
、
残
り
は
過
疎

債
の
計
画
で
す
。
令
和
８
年
度
ま
で
に
拡

張
工
事
完
了
予
定
で
、
令
和
５
年
度
に
測

量
設
計
、
令
和
６
年
度
に
用
地
買
収
、
令

和
７
年
・
８
年
度
で
の
工
事
予
定
で
す
。

〇
委
員
会
付
託
の
請
願

請
願
「
物
価
高
騰
に
見
合
う
年
金
額
引
上

げ
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
頂

く
事
を
求
め
る
請
願
」

　

審
査
は
、
紹
介
議
員
の
吉
川
義
雄
氏
を

説
明
員
と
し
、
追
加
の
説
明
を
求
め
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。
請
願
内
容
の
「
令
和
5

年
度
の
年
金
改
定
を
物
価
上
昇
率
に
基
づ

き
増
額
し
て
欲
し
い
」
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
令
和
５
年
１
月
20
日
に
令
和
４
年
平

均
の
消
費
者
物
価
指
数
の
公
表
に
基
づ
き
、

こ
の
物
価
変
動
率
を
用
い
て
、
令
和
５
年

度
改
定
さ
れ
た
年
金
額
が
年
金
局
か
ら
公

表
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
意
見

書
を
提
出
す
る
時
期
と
は
い
え
ず
、
委
員

会
で
は
採
択
の
判
断
基
準
と
解
釈
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
急
激
な

物
価
上
昇
が
、
年
金
受
給
者
の
消
費
生
活

を
極
め
て
圧
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
国
内
経
済
情
勢
や
国
の

予
算
動
向
の
推
移
を
見
極
め
る
必
要
性
も

あ
り
、「
継
続
審
査
」
と
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

請
願
「
竜
北
漁
協
協
同
組
合
の
実
態
に
つ

い
て
」
の
調
査
要
望
は
、
書
類
不
備
の
た

め
差
し
戻
し
と
致
し
ま
し
た
。

平岡カルロス千代照氏展示品

町道新田野津橋線

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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　掲載している記事は質問議員が自ら要約したもので、質問順
に掲載。また、見出しや写真は広報委員会が編集したものです。

一般質問の議事録は、議会ホームページ
でご覧いただけます。また、議会事務局
に議事録がありますので自由にご覧いた
だけます。

そこが 　 きたい聞
一般質問

吉川義雄　議員
①　博報堂プロダクツと地域
活性化包括協定について

②　住宅政策について
③　消費税のインボイス制度
について

木下　厚　議員
①　農業振興の政策について
②　空き家対策について

飯田健二　議員
①　子育て支援政策を充実さ
せ、移住定住の促進を

②　警察署跡地住宅整備事業
の進捗状況について

③　博報堂プロダクツとの地
域活性化包括連携協定の
必要性について

片山裕治　議員
①　氷川町民の健康推進につ
いて

②　町内トレーニング室の運
営について

各議員の質問項目

　

住
宅
入
居
対
象
者
は

議
員　

氷
川
警
察
署
跡
地
で
進

め
て
い
る
住
宅
の
入
居
対
象
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

子
育
て
世
帯
の
移
住
を

　

目
的
と
し
た
住
宅

建
設
下
水
道
課
長　

旧
氷
川
警

察
署
跡
地
に
は
子
育
て
世
帯
の
移

住
を
目
的
と
し
た
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
の
建
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

民
間
活
力
に
よ
る
建
設
の
可
能

性
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
自
治
体
で
は
移
住
者
や

　

子
育
て
世
帯
に
支
援
策
が
あ
る

議
員　

全
国
的
に
は
、
移
住
対

策
、
少
子
化
対
策
に
特
化
し
た
住

宅
も
あ
り
、
入
居
者
へ
の
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
進
め
て
い
る
子

育
て
支
援
住
宅
「
こ
ど
も
に
笑
顔

な
住
宅
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
若
い
世
帯
の
家
賃
の
一
部

を
助
成
す
る
な
ど
、
全
国
に
は
い

ろ
ん
な
支
援
策
を
と
っ
て
い
る
自

治
体
が
あ
り
ま
す
。

　

町
に
合
う
政
策
が
あ
れ
ば

　

登
用
し
た
い

町
長　

今
回
の
住
宅
政
策
は
官

民
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
政

策
で
、
国
か
ら
の
い
ろ
ん
な
形
で

の
支
援
も
あ
り
ま
す
。
氷
川
町
に

合
う
政
策
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
登
用
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援
策

吉川 義雄 議員

Ｑ：移住や少子化　対策として
　　子育て世帯の　入居支援を
Ａ：官民一体での　住宅政策
　　町に合う政策　があれば
　　登用したい

議
員

も
ち
米
の
作
付
け
が
減

少
し
、
カ
ン
ト
リ
ー
の
利
用
減
に

な
っ
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん

の
売
上
が
向
上
し
、
後
継
者
が
喜

ん
で
従
事
す
る
政
策
を
Ｊ
Ａ
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

農
業
振
興
課
長　

も
ち
米
の
作

付
け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19

年
６
８
６
ha
と
比
較
し
て
、
41
％

と
半
減
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
反
面
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は
、
平

成
22
年
１
９
３
ha
と
比
較
し
て
、

令
和
４
年
度
は
、
５
２
９
ha
と

２
・
７
倍
の
作
付
け
で
す
。
こ
れ

ら
の
要
因
と
し
て
、
経
営
面
で
米

の
直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止
、
国

の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
交
付
金
、
労
力

面
で
刈
取
り
等
の
作
業
負
担
の
軽

減
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
農
業
再
生

協
議
会
と
協
議
を
重
ね
、
令
和
３

年
度
か
ら
加
工
用
米
の
取
組
を
産

地
交
付
金
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
と
同
程
度
の
所
得
を

確
保
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
へ
の
移
行

の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
高

齢
化
で
刈
取
り
に
困
っ
て
い
ま
す
。

農
地
集
積
事
業
で
作
付
け
を
し
て

い
る
方
も
い
ま
す
が
、
作
付
け
は

毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。
氷
川
町

の
農
業
を
守
る
た
め
、
コ
ン
バ
イ

ン
取
得
に
支
援
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

カ
ン
ト
リ
ー
組
合
に
直

接
コ
ン
バ
イ
ン
を
買
う
助
成
を
す

る
こ
と
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
国
の
政
策
を
使
う
に
し
て

も
、
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
を
ク
リ

ア
す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
組
合
法
人
や
そ
れ
ぞ
れ
の
生

産
法
人
を
活
用
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
知

恵
を
借
り
な
が
ら
方
向
を
見
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
強
化
で

　

住
み
よ
い
町
に

議
員　

空
き
家
が
近
年
増
え
、

近
隣
の
住
宅
に
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
行
政
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

空
き
家
は

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ご
指
摘

の
通
り
、
防
犯
・
防
災
面
や
環
境

面
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
導
入
し
て

空
き
家
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
空
き
家
の
増
加
に
対
し
て

解
消
件
数
が
追
い
付
か
な
い
状
況

で
す
。
昨
年
８
月
、
２
４
３
戸
の

空
き
家
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
空
き
家
の
所
有
者
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
す
な
ど
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
計

画
で
す

議
員　

空
き
家
の
雑
木
が
道
路

ま
で
茂
っ
た
り
、
瓦
が
落
ち
て
通

行
人
に
被
害
を
及
ぼ
し
そ
う
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ど
う
対
応
し
ま
す

か
。

建
設
下
水
道
課
長　

空
き
家
か

ら
道
路
に
伸
び
て
き
た
樹
木
等
に

つ
い
て
は
、
撤
去
が
可
能
で
す
。

そ
れ
以
外
は
、
所
有
者
に
無
断
で

樹
木
の
撤
去
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

管
理
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
責
任

に
な
り
ま
す
。

が
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

今
、
空
き
家
バ
ン
ク
は
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
住
宅
に

つ
い
て
も
手
厚
い
支
援
が
出
来
れ

ば
登
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

計
画
を
煮
詰
め
て
い
く
段
階
で

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

人
口
増
加
対
策
と
し
て

　

宅
地
開
発
の
考
え
は

議
員　

千
丁
町
で
は
小
中
学
校

周
辺
に
住
宅
が
相
当
建
っ
て
い
ま

す
。
八
代
市
長
は
、「
守
る
べ
き

農
地
は
し
っ
か
り
と
守
り
な
が
ら

農
振
解
除
を
検
討
す
る
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
振
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

人
口
増
対
策
と
し
て
宅
地
開
発
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　

宅
地
開
発
は

　

大
い
に
価
値
が
あ
る

町
長　

氷
川
町
は
全
地
域
が
農

業
振
興
地
域
指
定
を
さ
れ
て
い
て
、

農
振
除
外
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
先
日
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
波
及

効
果
を
図
る
た
め
に
と
い
う
こ
と

で
県
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
。
農
振
除
外
、
農
地
転
用

権
限
を
町
に
と
強
く
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
働
く
人
た
ち
が
氷
川

町
に
住
ん
で
い
た
だ
い
て
通
勤
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
今
後
の
住
宅

政
策
に
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川 義雄 議木下  厚 議員

Ｑ：農家が喜ぶ農業政策を
　　～もち米の作付け向上と
　　　コンバイン取得の支援を～
Ａ：みなさんのお知恵を借り
　　ながら方向を見つけたい 議

一般質問
次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は　

一
般
質
問
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今
年
９
月
か
ら
３
歳
未
満
児

　

の
保
育
料
無
償
化

議
員　

３
歳
未
満
児
の
保
育
料

無
償
化
に
つ
い
て
前
回
質
問
で
、

八
代
市
と
足
並
み
を
揃
え
る
と
い

う
話
で
し
た
が
八
代
市
が
９
月
か

ら
実
施
す
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
本
町
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

福
祉
課
長　

定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
を
結
ぶ
八
代
市
と
芦
北

町
と
保
育
料
の
無
償
化
は
足
並
み

を
揃
え
て
実
施
す
る
意
向
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。
八
代
市
が
実
施
す

る
の
で
本
町
も
足
並
み
を
揃
え
て

実
施
し
ま
す
。

　

３
歳
未
満
児
に
オ
ム
ツ
・
粉

　

ミ
ル
ク
代
支
援
１
人
３
万
円

　

決
定

議
員　

氷
川
町
独
自
の
子
育
て

支
援
政
策
と
し
て
３
歳
未
満
児
の

オ
ム
ツ
・
粉
ミ
ル
ク
代
を
補
助
し
、

ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
な
町
づ
く
り

を
構
築
し
対
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
の
は
ど
う
で
す
か
。

福
祉
課
長　

物
価
高
騰
対
策
の

支
援
施
策
と
し
て
オ
ム
ツ
や
粉
ミ

ル
ク
代
の
支
援
の
た
め
、
臨
時
給

付
金
を
３
歳
未
満
児
１
人
あ
た
り

３
万
円
を
１
６
０
人
分
・
４
８
０

万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
対
応
で
給
食
費
を
補

　

助
し
、
保
護
者
負
担
軽
減
を

　

図
る

議
員　

給
食
費
の
無
償
化
を
す

る
事
で
、
出
生
率
が
上
が
る
、
若

者
世
代
の
移
住
定
住
も
増
え
る
と

い
っ
た
結
果
が
、
実
施
し
て
い
る

市
町
村
に
出
て
い
ま
す
。
宇
城
市

も
今
年
の
８
月
30
日
か
ら
実
施
し

ま
す
。
狙
い
は
少
子
化
対
策
と
人

口
増
加
と
経
済
活
性
だ
と
思
い
ま

す
。
本
町
で
も
取
り
組
め
る
の
で

は
な
い
か
。

　

給
食
費
無
償
化
は
で
き
な
い

　

物
価
高
対
応
で
給
食
費
を
補

　

助
し
、
保
護
者
負
担
軽
減
を

　

図
る

町
長　

保
育
料
・
給
食
費
の
無

償
化
は
国
策
と
し
て
や
る
べ
き
事

で
そ
の
意
義
も
保
護
者
、
住
民
に

理
解
さ
れ
る
説
明
が
大
切
な
事
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
無
償
化
を
本

町
が
す
べ
て
抱
え
る
事
が
本
当
に

い
い
事
な
の
か
と
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
で
き
る
事
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
応
援
寄
付
金

　

令
和
４
年
約
８
億
５
千
万
円

議
員　

前
回
質
問
時
、
財
源
の

担
保
が
必
要
だ
と
町
長
の
答
弁
で

し
た
が
、
こ
の
ふ
る
さ
と
氷
川
応

援
寄
付
金
を
活
用
す
る
事
で
、
給

食
費
の
無
償
化
が
出
来
る
の
で
は
。

町
長　

議
員
は
子
育
て
政
策
が

１
番
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
私
は
住

民
の
生
活
全
体
を
守
る
の
が
一
番

で
あ
り
責
任
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
行
政
が

で
き
る
事
、
町
民
が
で
き
る
事
の

協
働
で
や
っ
て
い
く
事
を
氷
川
町

は
目
指
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

飯田 健二
議員

Ｑ： 子供を産みやすい、育てやすい、
暮らしやすい政策を充実した
少子化対策を

Ａ： 住民の生活を守っていくのが1番
優先順位をつけてやっていく

一般質問一般質問
次
の
ペ
ー
ジ
は　

議
会
活
動
日
誌

片山 裕治 議員

Ｑ：検診を促す取り組み　で、
　　病気の早期発見早期　治療

Ａ：健康マイレージ制度　の導
　　入を検討

山 裕治 議

議
員　

氷
川
町
の
住
民
健
診
受

診
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
民
課
長　

国
保
の
対
象
者
は
、

48
％
、
後
期
高
齢
者
に
お
き
ま
し

て
は
17
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

町
で
の
目
標
受
診
率
は

決
め
て
い
ま
す
か
。

町
民
課
長　

令
和
３
年
度
が

58
％
、
令
和
４
年
度
が
59
％
、
令

和
５
年
度
60
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
率
が
向
上
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
や
県
の
交
付
金
の
配

分
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

病
気
の
早
期
発
見
に
よ
り
、
早
期

治
療
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

議
員　

受
診
率
向
上
の
た
め
の

取
組
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

町
民
課
長　

年
２
回
、
未
受
診

者
へ
の
勧
奨
と
し
て
、
は
が
き
を

郵
送
し
た
り
地
区
総
会
や
役
員
会

に
出
向
い
て
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

町
が
発
行
し
て
い
る
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
。

町
民
課
長　

検
診
を
促
す
取
組

と
し
て
、
町
で
は
以
前
か
ら
健
康

づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
で
は
、
特
定
健
診

受
診
で
50
ポ
イ
ン
ト
、
が
ん
検
診

で
40
ポ
イ
ン
ト
、
検
診
時
よ
り
３

パ
ー
セ
ン
ト
体
重
減
少
で
20
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
設
定
し
、
１
０
０
ポ

イ
ン
ト
た
ま
り
ま
し
た
ら
、
減
塩

の
食
品
と
道
の
駅
竜
北
で
季
節
の

お
野
菜
セ
ッ
ト
と
の
交
換
が
で
き

る
取
組
で
す
。

議
員　

一
部
の
自
治
体
で
は
導

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
と
い
う
の
は
ど
の
よ

う
な
制
度
で
す
か
。

町
民
課
長　

例
え
ば
散
歩
し
た

り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
健
康
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
が
た
ま
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
と

交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

議
員　

氷
川
町
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
制
度
の
導
入
を
考
え
た
ら
ど
う

か
。

町
民
課
長　

現
在
実
施
し
て
お

り
ま
す
内
容
と
若
干
似
て
い
る
部

分
が
ご
ざ
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り

の
後
押
し
や
長
期
的
な
視
点
か
ら

も
、
医
療
費
の
抑
制
と
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
健
康
づ
く
り
の
一
つ
の
案

と
し
て
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

町
内
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

　

運
営
に
つ
い
て

議
員　

竜
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
も
広
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
が
あ

り
な
が
ら
、
一
般
成
人
の
方
々
の

利
用
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
訓
練
な
ど
で

利
用
が
な
い
時
間
帯
は
、
利
用
を

促
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

福
祉
課
長　

地
域
住
民
の
福
祉

の
増
進
及
び
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
介
護

予
防
の
推
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
等
を
設
置
す
る
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

使
用
料
の
見
直
し
の
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
健
康
セ
ン
タ
ー

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
場

合
等
も
含
め
ま
し
て
、
今
後
の
利

用
方
針
、
利
用
方
法
等
の
検
討
は

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

変わる議会

タブレットを使い議案を審査
　議会改革をすすめています。議案審査では、議案、関
係資料などは全てタブレットを見ながら行っています。
　紙の資料を減らすことで、資源も経費も節約すること
が出来ます。

議会はインターネット中継
　コロナ禍での議会傍聴には一部制限がありました。氷
川町議会では、以前から本会議の様子はインターネット
で生中継しています。3月議会の1日目は、藤本町長の
所信表明や令和5年度の予算提案、議案に対する質疑な
どが行われ、2日目に一般質問。
　最終日は、議案審議の経過を委員長が報告、議案に対
する議員の賛否が行われました。これらは全てネット中
継されました。議会本会議は全てネットで見ることが出
来ます。是非議会中継をご覧ください。

氷
川
町
教
育
長
の
任
命
に
同
意

　
氏
名
　

西に
し

村む
ら

　
裕
ゆ
た
か 

氏

　
住 

所
　
氷
川
町
野
津

　
藤
本
一
臣
町
長
か
ら
、
西
村
裕
氏
を

氷
川
町
教
育
委
員
長
に
任
命
し
た
い
と

議
会
に
同
意
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
慎
重
に
審
議
し
、
全
会
一

致
で
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。
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一
部
事
務
組
合
報
告

八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
議
会

　

氷
川
町
の
負
担
金
１
億
５
６
７
５
万
円

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
３
日
に
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
、
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
４
年

度
補
正
予
算
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会

計
予
算
、
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
２
月
22
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、
提
案
さ
れ
た

議
案
は
全
て
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
一
部
改
正
の
主
な
も
の
は
、
職
員
の
定
年
が
「
60

年
」
か
ら
「
65
年
」
に
改
正
、
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
は
、
定
年
が
２
年
間
に
１
年
延
長
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億

１
６
０
９
万
７
千
円
、
氷
川
町
の
負
担
金
は
１
億
５
６
７
５

万
円

　

令
和
５
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
益
的
収
支
（
税

込
み
）【
収
入
】
５
億
７
４
８
万
７
千
円
、【
支
出
】
４
億
８

５
６
３
万
８
千
円
。
資
本
的
収
支
（
税
込
み
）【
収
入
】
１

０
０
万
円
【
支
出
】
１
億
１
８
３
１
万
２
千
円
。
補
填
財
源

１
億
１
７
３
１
万
２
千
円
。

他
団
体
と
共
同
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主な議会活動日誌 2月～4月
月　日 行　事　内　容

    2月  2日
    2月  3日

氷川町及び八代市中学校組合議会議員
先進地研修（鹿児島県）

    2月  3日
～ 2月21日 八代広域行政事務組合議会定例会（本会議）

    2月  3日
～ 2月22日 八代生活環境事務組合議会定例会（本会議）

    2月  5日 町民体育祭冬季大会

    2月  6日 熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会

    2月  9日 氷川町及び八代市中学校組合議会定例会

    2月10日
    3月  7日 監査　例月現金出納検査

    2月18日 西部方面特科連隊総隊5周年記念祝賀

    2月20日
    3月  1日 議会運営委員会

    2月28日 全員協議会

    3月  7日 民生委員推薦会

    3月  8日
～ 3月17日 氷川町議会定例会 ･全員協議会

    3月23日 氷川町及び八代市中学校組合議会臨時会

    3月23日
～ 4月27日 議会だより広報編集委員会

    3月24日 ふれあい大学閉講式

    3月28日 県町村監査委員協議会定期総会・研修会

    3月30日 平岡ペルー熊本県人会名誉会長レセプション

    3月31日 平岡カルロス千代照竜北西部学童保育所落成式

    4月10日 監査　例月現金出納検査

    4月14日 氷川町商工会青年部定期総会

    4月20日
～ 4月21日 監査委員アカデミー研修

    4月26日 定期総会における県当局等への要望活動

    4月30日 いちご杯九州ヘラブナ釣り大会 in 氷川

学童保育所落成式

中学校組合視察研修

議会広報編集

平岡名誉会長歓迎会

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

令
和
５
年
２
月
定
例
会
が
、
２
月
７
日
開
催
さ
れ
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
予
算
28
億
９
１
６
０
万
円
。
主
な
予
算
は
、（
仮
称
）

新
開
消
防
署
庁
舎
建
設
事
業
本
体
工
事
。
専
決
処
分
の
報
告

及
び
承
認
、
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
規
約
の
一
部
変
更

（
同
文
議
決
）。
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
。
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
条
例
の
法
律
施
行
条
例
の
制
定
。
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
。
退
職
手
当
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
廃
止
。
行
政
財
産
使
用
料
金
の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、

全
て
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（仮称）新開消防署完成予想図

氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校
組
合
議
会

　

氷
川
町
の
負
担
金
９
３
２
２
万
円

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
９
日
に
開
催
さ
れ
、

承
認
１
件
、
議
案
３
件
、
同
意
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
全

員
賛
成
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

予
算
の
減
額
が
主
な
も
の
で
、
修
繕
費
60
・
５
万
円
減
、

使
用
料
及
び
借
貸
料
の
バ
ス
借
上
げ
料
40
・
１
万
円
を
減
額
。

ま
た
扶
助
費
１
０
０
万
円
減
額
は
、
就
学
援
助
費
の
20
名
か

ら
14
名
に
減
っ
た
た
め
。

　

令
和
５
年
度
氷
川
町
及
び
八
代
市
中
学
校
組
合
一
般
会
計

予
算

　

教
育
負
担
金
は
、
氷
川
町
が
（
１
１
７
人
）
９
３
２
２
万

円
、
八
代
市
（
１
人
）
66
万
円
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
も
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
業
務
委
託
料
１

４
８
万
円
は
、
機
器
の
操
作
指
導
や
研
修
教
材
作
成
費
用
。

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
５
２
５
万
円
と
特
別
支
援
教
育
支

援
員
、
図
書
司
書
、
庁
務
手
の
３
人
分
で
す
。

　

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
、
変
更
内
容
は
住
民
の
交
通
災

害
見
舞
金
に
関
す
る
事
務
か
ら
玉
名
市
が
令
和
５
年
６
月
30

日
脱
会
す
る
た
め
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
、
稲
本　

眞
理
氏
（
氷
川
町
宮
原
）

の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は　

ひ
と
・
編
集
後
記



　

今
年
は
統
一
選
挙
の
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
各
候
補
者
が

優
先
的
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
や
教
育

環
境
の
充
実
」
が
有
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
31
日
、
ペ
ル
ー
共
和
国
熊
本
県
人
会
名
誉

会
長
「
平
岡
ル
イ
ス
様
」
か
ら
多
大
な
寄
付
を
受
け
、
建
設

さ
れ
た
「
平
岡
カ
ル
ロ
ス
千
代
照
竜
北
西
部
学
童
保
育
所
」

が
完
成
し
、
落
成
式
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
有
難
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
も
安

心
し
て
勉
学
が
出
来
る
と
思
い
ま
す

し
、
安
心
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保

が
出
来
ま
し
た
。
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ひ
と

問：なぜスマート農業に取り組もうと思いました
か。

答：家業を継ぎ、自分でハウスを建てる機会が出
来たので、やるからには硬質ハウスでトマト
の生育環境をコンピューターで管理し、安定
した生産量と品質の良いトマトを作ろうと思
い、建設コストは従来のハウスよりかかりま
すが、挑戦しようと思いました。

問：実際に取り組んでみてどうでしょうか。
答：高品質、高収量のトマトを作るためには、光
合成を沢山させる必要があり、光合成は水、
光、二酸化炭素の結合で行われます。この光
合成を行わせるために、日々変化する気温、
湿度、風力に合わせてこれまで人手でハウス
環境をコントロールしてきましたが、コン
ピューターによる室温環境を制御する事で
日々変わる気候の変化にハウスの開閉、温度
管理、湿度管理、二酸化炭素の供給等を自動

で行う事で省力化
の実現と安定した
生産量と、質の良
いトマトが出来て
いると思います。
また病気が入る事
も予防できていると思います。

問：これからの農業はどうなると思いますか。
答：これまでは、家族経営で営農してこれました
が、両親も高齢化していく事も考えると雇用
型営農も考えますし、この様なスマート農業
による営農も必要だと思いますが、コスト面
と収益のバランスをしっかり見極めていく必
要があります。その中で、小規模農業でやっ

ていける仕組みづくり
を組合の皆と相談し、
協力しながら作物を
作っていく事が必要不
可欠な時代になると思
います。

　

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
、

18
人
が
竜
北
東
小
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
を
６
年
生
が

出
迎
え
、
一
人
一
人
を
や

さ
し
く
教
室
へ
エ
ス
コ
ー

ト
。
胸
に
真
新
し
い
リ
ボ

ン
と
名
札
を
付
け
て
あ
げ

ま
し
た
。

　

受
け
持
ち
の
先
生
と
一

緒
に
軽
や
か
な
足
取
り
で

入
学
式
会
場
へ
。

表
紙
の
ひ
と
こ
と

プロフィール　昭和53年4月27日生まれ（45歳）
宮原小学校・氷川中学校・熊本県立氷川高等学校・熊本県立農業大学を経て家業に21歳で就農し現在に至る。

スマート農業に挑戦
トマト栽培農家

　　益
ます

田
だ

 慶
けい

護
ご

さん


